
旅行実施：ベストワールド株式会社 

令和６年度海外研修事業 日程 

＝多様性あふれるマレーシアに学ぶ＝ 

期 間： ２０２４年１２月１６日（月）～２１日（土） ６日間 

１６名様限定 



 

マレーシアは、三大民族であるマレー系、中華系、インド系のほか、複数の先住民族や混血グループ、１２０以

上の民族が暮らす多言語・多文化の国となっています。そのような多民族からなるマレーシアでの教育は、多様な

文化や豊かな伝統が深く取り込まれており、そのような多様性に富む教育は子供たちに大変素晴らしい環境とな

っています。実際マレーシアの教室では様々な背景、宗教、言語や生活習慣を持つ生徒たちが在籍しており、まさ

に、多様性に富み、アジアの縮図といえます。複数民族が混在するなかで、子供たちは互いの価値観や民族の違

いを認め、その違いを尊重し、そして受け入れることを学んでいきます。違いを認め合うことはなかなか難しいことで

はありますが、教師が自らがその違いを認め、生徒間の一体感を築いています。また、マレーシアでは総合的にバ

ランスの取れた人材を育成に注力しています。例えばプレゼンテーションの場を多く設けることで、生徒たちは表現

力やコミュニケーション能力の向上で考え方を理解し合うことができるようになります。そして伝統的な音楽、芸術

を学ぶことで、生徒たちそれぞれが自分のルーツについてより深く理解を深め、互いを認め合うのです。このように

マレーシアでの研修は本当の意味での「多様性」について学べる機会が多くあります。

是非、この機会に関係者の皆様には奮ってご参加頂けます様、よろしくお願い申し上げます。

【マレーシアでの研修のポイント】 
１．市場 
アジア市場とイスラム市場、両方の特性を観察することが

できる数少ない国です。成長が著しい東南アジアの注目

度は世界的に高く、他では体験できない研修になります。

２．多民族国家
マレー系、中国系、インド系から構成される多民族国家で

す。様々な人種に対するマーケティングやプロモーション

を見ることで、多様性の中で生きていくための本質につ

いて社会体験を通して得る事ができます。

３．英語圏

イギリス連邦加盟国の英語準公用語であるため、現地消

費者と直接英語で対話ができます。海外経験の中で重要

な言語の壁を日本人に馴染みのある英語を通して、コミ

ュニケーションをとる事ができます。

１２０以上の民族が暮らすアジアの縮図「マレーシア」 

※掲載された写真はすべてイメージです
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２０２４年 海外研修事業（マレーシア・クアラルンプール）日程 

月 日 曜 発着地 時 刻 交通機関 摘  要 食 

２０２４年 
１２月１６日 月 

成田空港ホテル １５:００ 各 自 成田空港近郊のホテルに集合。 
事前研修を行います。 

【成田空港近郊ホテル泊】 
夕 

１２月１７日 火 東京 （成田 ）発 
クアラルンプール着

１１:２０ 
１８:２５ 

ＪＬ-７２３ 成田空港へ移動。 
空路直行便にてクアラルンプールへ。 
着後、専用車にてホテルへ。 

【クアラルンプール泊】 

機 

夕 

１２月１８日 水 ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ滞在 午前： ポリテクニック・シャーアラム校訪問 （学校交流） 
義務教育のＦＯＲＭ５（日本の高校２年）卒業で成績優秀者のみ入学
可能な公立の職業訓練校。高等教育省管轄で一般、専門技術を学
ぶ全日制。 
午後： ＪＩＣＡ（国際協力機構）事業現場訪問 （※予定） 
マレーシアは、2019年に 10年間の国家開発計画「ビジョン 2030」を
発表し、2030 年までにマレーシアを「所得グループ、民族、地域、サ
プライチェーンを越えて、公正で公平な分配と共に持続可能な成長を
達成する国」にすることを目標として掲げています。JICA は、この目標
達成に向け、1）先進国入りに向けた均衡のとれた発展の支援、2）東
アジア地域共通課題への対応、3）東アジア地域を越えた日・マレーシ
ア開発パートナーシップの強化に重点を置いた協力を実施していま
す。                          【クアラルンプール泊】

朝 

昼 

夕 

１２月１９日 木 ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ滞在 午前： ＨＤＣハラル公社にてハラル学習 又は サイバービュー
社訪問 ※いずれも政府機関となりますので予定です 
マレーシアはその戦略的な地理的位置により、理想的なハラル産業
の投資先となっている。ＨＤＣによって指定された２０万エーカー（約８
０９平方キロメートル）の広さを有するハラル・マレーシア（ＨＡＬＭＡＳ）
工業団地は１４個所あります。
また、サイバービュー社は持続可能なグローバルテクノロジーハブ開
発のリーダーとしてテクノロジー企業に好ましい投資先として持続可能
なエコシステムを提供。
午後： 市場を学ぶ
スーパーマーケットで市場調査、ハラルビジネスをされている日
本人起業家の講話など 

【クアラルンプール泊】 

朝 

昼 

夕 

１２月２０日 金 

ｸｱﾗﾙﾝﾌ ﾟ ｰﾙ発

午前： 現地大学生とのフィールドワーク（Ｂ＆Ｓプログラム） 
（日本の生徒５～６名で１グループ） 

※グループ毎に行動しますので昼は基本それぞれ自由食となりま
す。現地で昼食代をお渡しいたします。
※マレーシアの学生の価値観を知り、より深い位置で文化を交換
〇現地大学生とともに観光地、街歩き、市場調査を行う体験プログラ
ムです。スケジュールを自分達で企画するところからプログラムは開
始です。公共機関を利用して街歩きをする中で海外生活への関心が
高まり、当地の生活物価を体験する事ができます。身近な未来像に
交流することで自分の夢を考える「未来への気づき」が目的です。

夕刻： プトラジャヤ観光（ピンクモスク、首相官邸、人口湖） 

朝 

昼 

夕 

２２:５０ ＪＬ-７２４ 

空港近くにて夕食後、空港へ移動。 
専用車にて空港へ移動。 
空路、帰国の途に。 

【機中泊】 

１２月２１日 土 東京 （成田 ）着 ０７:００ 帰国手続き後、解散。 機 

※訪問先については予定として記載おります。今後、変更となる場合があります。

※航空機便名、発着時間については変更となる場合があります。



マレーシアでなぜＳＤＧｓを学ぶのか、「学び」から得て行動する

「インプット」「プロセス」「アウトプット」の３つのステップをベースとして“見て終わり”に

ならないプログラム。 

※掲載された写真はすべてイメージです



学校交流プログラム 

相手を知ろうという気持ちで「ハラル」を学ぶ 

なぜ首都機能をクアラルンプールからプトラジャヤへ移したか 

※掲載された写真はすべてイメージです
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